
•  分析・思考・戦略立案力などビジネスの意思
   決定に必要な力を磨きたい方
•  ディスカッションを通して、合意形成力などの
    実践力を磨きたい方

講師紹介（敬称略）

コースNo.22

研修のねらい 研修のポイント

　経営幹部には経営戦略を立案し、社内外の調整を図りな
がら、実行に移す力が求められています。
　本研修は、現場で経営幹部が直面する様々な場面につい
て、どのような判断材料を収集し、判断を下すべきかを自ら
考えていくことにより、経営幹部に求められる役割、必要な思
考・視座、知識を実践的に学ぶことを目的としています。

経営幹部に求められる判断力について、事例に
基づく参加者相互の討議を通して習得します。

経営幹部が企業活動で遭遇するケースにおける
問題抽出とその解決策について、検討します。

ケースへの取組みを通して、経営幹部に求められる行動、
思考法、知識等について理解することができます。
※ケースで学ぶ類似おすすめコースとして、��月開講
　「高度実践型経営力強化コース」（��日間）がございます。

会場

研修期間 月 日 時 間
事務連絡

企業成長と
経営幹部の役割

（ガイダンス）

ケース➀
グループ討議と発表

ケース➁
グループ討議と発表

ケース➂
グループ討議と発表
全体のふり返りとまとめ

9：30～   9：40

 9：40～10：40

 9：30～12：30

13：30～17：30

10：40～12：40

13：40～17：40

 9：30～12：30

13：30～17：30

科 目 内 容

17：30～17：40 修了証書交付
※事務連絡等を含んだ時間：��時間��分　※カリキュラムは都合により、変更になる場合がございます。

8/7
水

8/8
木

8/9
金

経営判断・意思決定力の
強化講座

～より高く広い視座から判断する力を身につける～

中小企業大学校

企業経営・経営戦略

対象者

20名
32,000円（税込）

定　員

受講料

経営幹部・管理者

企業の成長に経営幹部が果たすべき職務、この研修を
受講するにあたっての留意点、学習方法をふまえ、わかり
やすく説明します。

事業環境の変化、事業承継、新規事業の開発などに直
面する企業経営者のケースを題材に、定性・定量情報
からの状況把握、企業が成長し続けるための具体的な
施策と優先順位について、個人、グループ、そしてクラス
全体で多角的に討議します。

（ケース教材➀を使用します）

極めて独創性の高い商品を提供することで知られた
組織を題材に、イノベーションとマーケティングの関係、
さらには創造性のマネジメントについて、個人、グループ、
そしてクラス全体で多角的に討議します。

（ケース教材➁を使用します）

エース級社員の病気療養とそこからの復職をめぐる
本人側と会社側の思惑を題材に、企業の継続的成長を
支える経営管理の本質について、個人、グループ、そして
クラス全体で多角的に討議します。

（ケース教材➂を使用します）大阪市中央区安土町2-3-13
大阪国際ビルディング

中小企業大学校 関西校

関西校

2024年

8/7  ～8/9 水 金

（3日間、21時間）

����年早稲田大学教育学部卒業。マツダ株式会社を経て、����年慶應義
塾大学大学院経営管理研究科修士課程修了（修士（経営学））、����年慶
應義塾大学大学院商学研究科博士後期課程単位取得退学、����年広島
大学大学院教育学研究科博士課程後期修了（博士（教育学））。����年筑
波大学大学研究センター客員研究員、同年慶應義塾大学大学院経営管理
研究科特別研究助手、����年特別研究講師、����年特任准教授。����年
徳島文理大学人間生活学部教授。����年�月より現職。株式会社ケースメ
ソッド教育研究所 代表取締役、日本ケースセンター所長。

����年慶應義塾大学環境情報学部卒業。学生時代より複
数のITベンチャーにて奔走し、技術担当役員などを経て、
慶應義塾大学大学院経営管理研究科修了（MBA）博士

（経営学）。東京工科大学・多摩大学・立教大学等での非常
勤講師の後、県立広島大学大学院経営管理研究科准教授
を経て����年�月より現職。慶應ビジネス・スクール訪問
研究員。広島県主催「イノベーション道場」、広島県三原市
主催「浮城塾」カリキュラム検討委員。

����年一橋大学商学部卒。電通にて、日本企業の海外進出に伴う製品
市場戦略、外資系企業の日本進出に伴うコミュニケーション戦略、ロジ
カルクリエーティビティを活かしたビジネスデザインに従事。大手自動
車会社への出向等を経て、����年より現職。人類学・哲学・心理学等、
社会科学の知見をイノベーションや組織デザインに活かすことに関心。
INSEAD経営学修士課程修了（MBA）、London School of Economics組
織心理学修士課程修了（MSc）。共訳書に「ケロッグ経営大学院 ブラン
ド実践講座」、「イノベーション�つの原則」（ダイヤモンド社）。

竹内 伸一（たけうち しんいち）

名古屋商科大学大学院
マネジメント研究科 教授

村上 敏也（むらかみ としや）

金沢工業大学大学院
イノベーションマネジメント研究科
教授 博士（経営学）

南 太郎（みなみ たろう）

株式会社電通
BXデザイン局
ディレクター

コースNo.23

9：30～   9：40

9：40～12：40

9：30～12：30

9：30～12：30

9：30～12：30

 13：40～17：40

 13：30～16：30

 13：30～17：30

 13：30～16：30

 16：30～16：40

月 日 時 間
事務連絡

部下指導の考え方と
進め方

部下指導の実践的な
手法（演習）

部下指導の計画的な
取り組み方（演習）

現場実践の振り返り

部下指導の
ブラッシュアップ

修了証書交付

科 目 内 容

※事務連絡等を含んだ時間：��時間��分

実践で学ぶ！部下指導の
考え方・進め方（�月）

～やる気と能力を引き出す指導法～

2024年

中井 嘉樹（なかい よしき）

株式会社フェアウィンド
代表取締役

研修のねらい

講師紹介（敬称略）

研修のポイント

　働き方の多様化に加え、若手社員の主体性やコミュニ
ケーション能力の不足が指摘されている中、管理者には部
下を理解し、コミュニケーションを十分に図りながら、適切な
手法で指導していくことが求められています。
　本研修では、部下指導の基本的な考え方を学んだ上で、
現場で活用できる手法と計画的な部下育成の取り組み方に
ついて、演習を交えて学びます。またインターバルを活用し
て、現場での部下指導で学んだ内容の実践に取り組みます。

部下指導の基本となるコミュニケーションや
リーダーシップも併せて学べます。

演習による実践の繰り返しによって、現場で
活きる部下指導の手法を身につけられます。

職場に戻って実践するインターバル課題が、
より深い「学び」になります。

����年生まれ。同志社大学卒業後、㈱内田洋行、㈱キーエンスを経て、㈱日本ブレーンセンター（現　エン・ジャパン㈱）にてチーフコンサルタント・取締役を務めた後、現
職。専門分野は、経営戦略、リーダー・管理者育成、営業力・販売力強化などの戦略的な組織力・人材力強化を中心としたコンサルティング。豊富な現場実績と体系的な
理論に基づいた実践的な指導で定評を得る。経済産業大臣認定中小企業診断士、経済産業大臣推奨ＩＴコーディネータ。
近著「自分で売るな！部下に売らせろ！」（ＰＨＰ研究所）、「チーム力を高める魔法の力」（経営書院）、「はじめての部下指導の心得」（経営書院）、「会社を変える！��歳の仕
事力」（共著 ＰＨＰ研究所）、「はじめてのＯＪＴリーダーの心得」（経営書院）、「新入社員基礎講座」（共著　経営書院）、「（イラスト）顧客満足［CS］の心得」（共著 経営書院）

研修期間

管理者・新任管理者層
対象者

30名
36,000円（税込）

定　員

受講料

8/20  ～8/21火 水

（4日間、26時間）
10/2  ～10/3水 木

8/20
火

8/21
水

10/2
水

10/3
木

•  部下指導に現に携わっている方
•  インターバル期間中に携わる予定の方

部下がパフォーマンスを最大限発揮できるようにするた
めに、上司として部下指導に臨む際の考え方や姿勢、具
体的な指導の進め方について、事例を交えて学びます。

・ 部下指導における上司・ リーダーの心構え
・ コミュニケーションとリーダーシップの基本
・ 自己分析（演習）

効果的な部下指導を行うために、ティーチング等の考え
方や取り組み方を事例を踏まえて学びます。

・ ティーチングとコーチングの違い
・ リーダーシップを効果的に高めるコミニュケーション
・ やる気を引き出す接し方と実践法　

部下指導を計画的に取り組む際のポイントと計画の立て
方を学び、自身の職場を想定した「部下育成プラン」の
作成に取り組みます。

・ 多様な部下の指導法
・ 計画的な部下指導の取り組み方
・ 「部下指導・育成プラン」の作成

インターバルでの実践結果の振り返りを踏まえて、「教え
方」や「計画」の見直しを行うとともに、きく・質問・面談
などの演習を踏まえて、部下指導のブラッシュアップを
図ります。

・ コーチングの考え方と実践法
・ 周囲の協力を得て取り組む部下指導
・ 部下との面談の進め方（演習）
・ 上司自身・部下のメンタルマネジメント（演習）
・ 「部下指導・育成プラン」の改良

インターバルでの実践結果を振り返り、課題の整理を行
います。

・ インターバルの振り返り（ディスカッション）
・ 改善ポイントの整理
・ 成長シナリオと役割・目標設定

作成した「部下育成プラン」を基に、学んだ手法を活かして職場で部下指導に取り組みます。

組織マネジメント

会場

中小企業大学校

大阪市中央区安土町2-3-13
大阪国際ビルディング

中小企業大学校 関西校

関西校
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